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２．平成1４年度の本センタ－の活動経緯                センタ－長  柳 哲雄 
 
 昨年度の力学シミュレーション研究センターの主な活動には次のものがある。１）平成1３年度末にその配備
が完了した「対馬海峡海洋レーダーシステム」の稼働テストを行った。２）2002年6月28日、大分県九重の九州
地区国立大学共同研修所において第4回 RIO-RIAM シンポジウムを開催した。３）日本学術振興会（JSPS)によ
る多国間共同研究計画「沿岸海洋学」の第１課題「東南アジアの沿岸海域における流動と物質輸送」に関する第

２回Workshop を2002年1月11日、九州大学応用力学研究所力学シミュレーション研究センターで開催した。４）
広瀬直毅助教授が文部科学省在外研究員として平成14年10月7日－12月6日「海況予報に関する研究開発動向調
査」を行った。５）野外計測分野に2003年４月から新たに石井大輔技官が赴任した。６）丸林、石橋技官の仕事
ぶりが「九大広報、No.25（2002年8月）」に特集として取り上げられた。１）－５）のそれぞれについては以下
に詳しい報告がある。 

 
２．１ 海洋レ－ダ－の稼動状況                  室内実験分野・教授  増田 章 

 
 対馬海峡東西両水道の表層海流を監視するため、対馬・壱岐・志賀島に海洋レーダー７基を設置し2002年から
本格的に稼動を開始した。不自然な流れを示すデータもあるのでデータの質を含め慎重な解析が必要である。実

際、海洋レーダー観測には様々な種類の誤差(方位誤差、流速誤差など)がつきものである。また、多くの誤動作

(データ伝送失敗など)発生を経験し、システムおよびデータの質と信頼性を検討してきた一年であった。発生し

た問題の中には原因が明らかになりシステム改良につながったものもある。例えば対馬海峡に多数のレーダーを

集中し微妙な同期を含む新しい送受信方式を用いる必要があった。この同期が不完全で雑音が混入して流速測定

が不能となることがあったが現在は改良された。また海洋レーダーは遠隔・間接式計測器なので、別種の計測器
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による同時観測と比較して信頼性を検証しなければならない。長崎大学の鶴洋丸や調査艇「だんりゅう」ほか(海

洋情報部に集まる各種船舶)の音響式計測結果と比較したところ、視線方向流速に限っても 15 cm/s 程度の誤差
があった。これは従来の誤差報告とほぼ同様である。音響測流の深度が浅いほど誤差が小さいという尤もらしい

傾向も見られた。 
  当初は潮流楕円すら3年前の試行観測と全く一致せず首を傾げた。しかし多くの修正・改良を経て現在はまず
まず信頼に足る潮流楕円を観測できるようになった。不思議なのは対馬海峡西水道の韓国寄りに南西向きの反流

(平均流)が見られることである(試行観測の折りも同様であった)。事実とすれば面白い。ただしレーダーから遠

いので雑音が大きく信頼性は落ちる。長期または別種の計測による確認が必要である。さらに対馬海峡東水道・

西水道のいずれにも、対馬と同程度の大きさの反時計回りの楕円型亜中規模渦が時おり発生していることを見出

した。これは、広域を面的に同時計測できるまさに海洋レーダーならではの研究成果であろう。 
  そのほか他部門や総合理工学府と共同研究を進めながら、対馬海峡周辺の海象・気象観測体制を少しずつ整備
している。その中で対馬に設置した潮位計、水温計の時系列データから求めた周波数スペクトルには、10日より
短い周期で -5/3乗に近いスペクトル分布が見られる。また津屋崎沖にある海洋観測塔で計測した風速についても
同様の周波数スベクトルが見られる。不思議なことに12分平均した有義波高・有義周期も-5/3乗に近い周波数ス
ペクトルを持つ。波の冪乗形(-5/3 乗)周波数スペクトルをもたらす仕組みは全く不明であり今後の面白い課題で
ある。対馬・志賀島における二酸化炭素計測も始まった。日本海における二酸化炭素交換量を推定するための基

礎として大気中の二酸化炭素濃度を監視するシステムを開発し対馬と志賀島に設置して長期観測を開始した。い

ずれも二酸化炭素濃度の平均値は 382 ppm 程度であった。周囲を海に囲まれた対馬では日変化が数ppm程度に
過ぎない．しかし志賀島には夜間に高濃度となる20－30 ppm程度の日変化があった。計測システムは両観測地点
の特長をよく捉えており，今後の長期観測から興味深い結果が出てくるものと期待している． 

  
 
 
                                                                                  

      

 
 
 

東対馬海峡を望む五根緒の海洋レ－ダ 

 



 

 
 
 
 
 
２．２ 第４回ＲＩＯ－ＲＩＡＭシンポジウム           数値計算分野・教授  尹 宗煥 

 
 応用力学研究所力学シミュレーション研究センター（RIAM・DSRC）とソウル大学海洋研究所（RIO）との
共催で第４回RIAM-RIO Workshopが2002年6月28日に大分県九重の九州地区国立大学共同研修所で開かれた。
参加者は3１名であった。本研究センターからは増田、柳、尹の各教授、広瀬、吉川各助教授、非常勤研究員や
大学院生の参加者を合わせて20名参加した。韓国側はLee, Chang Bokソウル大学海洋研究所所長、鄭鐘律、呉
林象教授（ソウル大学海洋研究所）、申弘烈副教授（公州大学）の他、ソウル大学院生及び研究者を合わせて１

１名参加した。前日までの長崎大学の鶴洋丸の2週間の航海に引き続いて参加した日韓両国の学生も多数いた。 
このworkshopの目的はRIAM、RIO両研究所を軸にして日韓間で大学院生を含む幅広い層間の教育及び研究交
流を促進することであり、毎年日本と韓国で交互に開催されている。今回は４回目となる。 
 今回のテーマは[Oceanic variability of the East Asian Marginal Seas]であり、計19の口頭発表が行なわれた。
午前の前半は対馬海峡に焦点を当てた研究が紹介された。増田教授グループの対馬海峡に設置したＨＦレーダー

による表面流速の計測結果、対馬東方に見られる渦についての数値モデル実験結果（丸山、他、九大総理工）な

どが紹介されたが、対馬による渦の生成、維持機構の解明が今後の課題となった。午前の後半は対馬海峡での流

量変動が日本海の上層循環に及ぼす影響についての数値実験（Park、他、韓国海洋研究所）、対馬海盆における
暖水塊の挙動（申、他、公州大）やスールー海と日本海での深層水の形成機構の違い（柳、DSRC）等について
の講演があった。地熱流がスールー海の底層水の形成要因であるとの結論は興味深かった。 
 午後の前半は日本海の中層水の形成量の評価（川村＆尹、DSRC）、1/12°の日本海循環に関するRIAM ocean 
modelのパフオーマンス（Lee＆尹、DSRC）や全球海洋モデルにおける鉛直混合のパラメタライゼーションの重
要性についての発表（Jang, 他、韓国海洋研究所）等があった。特にJang等による研究において、海表面での
乱流混合エネルギーの重要性を考慮した鉛直混合スキームを使うことによって、海表面水温及び混合層の再現性

が格段に向上することを示したことは注目に値する。午後の後半は黄海における冬季の風上に向かう流れ（Jung, 
他、ソウル大）、東中国海の黒潮への低塩、低酸素水の浸入（Yanao、他、九大総理工）等の東中国海、黄海に
ついての発表に続いて、今年の3月末に日本海の隠岐の島付近で発生した貨物船AIGE号の沈没事故による流出重
油の挙動予測が応用力学研究所の予測システムによって高精度で行なわれたことが紹介（Varlamov、他、DSRC）
された。また日本海のHind-Forecastモデルによれば海表面外力として気象の気候値を用いても2ヶ月程度海況予
報は可能であることが示された（広瀬＆尹、DSRC）。 
 宿舎及び会場は素晴らしい自然環境に囲まれ、地中から火山ガスが吹き出る“地獄”も隣接しており、温泉の

湯も豊富でくつろぎのリゾート気分を味わいながらのworkshopであったが、会議用の充実した設備に感動した。
こんな環境の中での2泊であったが、日韓の若手の学生・研究者の濃密な交流が図られたことは非常に意義のあ
ることであった。今後とも次世代を担う日・韓の大学院生同士の活発な交流を維持して行きたいと思う。 

  
２．３ 第2回「東南アジアの沿岸海洋学」国際Workshop       野外計測分野・教授  柳 哲雄 
 
 日本学術振興会（JSPS)による多国間共同研究計画「沿岸海洋学」の第１課題「東南アジアの沿岸海域におけ
る流動と物質輸送」に関する第2回Workshopが2003年1月24日(金）、九州大学応用力学研究所力学シミューショ
ン研究センターで行われ、日本人19人、外国人12人の計31人が参加した。 
 今回のWorkshopは昨年度の第1回Workshop（センタ－ニュ－ス、No.5）に引き続き、今年度の研究成果を検討
し、来年度以降の研究の進め方を議論するために開催された。  
 午前中のセッションでは、Susanna（インドネシア）がバンタン湾とジャカルタ湾の低次生態系モデルによる
基礎生産の計算結果から両湾がそれぞれ、貧栄養、中栄養状態にあることを述べた。Anukul（タイ）はタイラン
ド湾奥部では乾季に反時計回り、雨季には時計回りの循環流が生成されることを数値モデル計算により明らかに

した。Matsumura（タイ）はタイランド湾奥部では表層で懸濁物質濃度が非常に高いにも関わらず、光は海底ま
で到達していて、その理由は懸濁物質が太陽光を吸収しないで、散乱させるためだと考えられることを述べた。

藤家（九大）は有明海のハルマンスナモグリ幼生は潮流、残差流、日周鉛直移動の組み合わせにより彼らの産卵

 



 

場への回帰を可能にしていることを述べた。 
 午後のセッションでは、Manh（ベトナム）がハイフォン湾の浚渫に伴う汚染問題に関する数値モデルを紹介
した。Dien（ベトナム）はベトナム沿岸海域における海色画像の径月変動を示した。鬼塚（熊本県立大）は日本
海の北部と南部における春季、秋季ブルームの時期と規模が混合層と有光層の季節変動に支配されることを生態

系モデル計算結果から示した。Maria（フィリピン）は東南アジアにおけるLOICZ収支モデル計算結果をもとに、
東南アジアの沿岸海域を分類する試みを紹介した。森本（水産大学校）は海面高度計デ－タ解析により南シナ海

表層循環流の季節変動と経年変動を明らかにした。Ibrahim（マレーシア）はマレー半島東沿岸海域における
TRMMの表面水温は北西季節風時の方が南東季節風時より再現性が良い事を明らかにした。Tang（香港）は東南
アジア沿岸海域研究における表面水温、海色、海面高度、海面風の衛星画像の有効性を紹介した。最後にTan（マ
レーシア）はマラッカ海峡におけるSeaWiFS画像は北部でChl.a濃度を過小評価、南部で過大評価する傾向がある
ことを示した。 
 総合討論では、このプロジェクトの残り3年間に研究をどのように進めるかが議論され、平成15年度にはタイ
ランド湾奥部で雨季と乾季に漂流ブイを投入して循環流の実態を明らかにするとともに、年4回16点で海水の光
学的性質を観測し、同時に基礎生産を測定することとした。さらに平成16年度はマニラ湾の赤潮数値モデルの確
立を目指すことになった。                       

 
２．４ 海外研究開発動向調査報告                 数値計算分野・助教授・広瀬直毅 

 
 平成14年度海外研究開発動向調査として、マサチューセッツ工科大学(MIT)の地球大気惑星科学専攻
(Department of Earth, Atmospheric, and Planetary Sciences)を訪れた。主に海洋大気循環モデルMITgcmの取
り扱いを学び、同モデルを日本海に適用した。 
 MITgcmは静水圧・非静水圧を選択できる海洋・大気循環モデルであり、さらに自動アジョイントの生成や海
氷の計算など、スケールを問わず地球流体に関連する多くの現象が計算できる意欲的なモデルである。プログラ

ム構造もよく整備されており、ソフトウェアとして完成度も高い。同室となったDr. HeimbashがMITgcm開発
者の一人で、ほぼ毎日彼に疑問点を投げかけ、解決法を議論するという恵まれた機会を得た。 
 1/12度の日本海モデルも、実に短時間で作成できた。境界条件やパラメータの設定など、変更が必要な箇所が
わかりやすく、その取り扱いの易しさに感銘した。おかげで各種スキームやパラメータに対する解の依存性を存

分に調査することが出来た。 
 MITは有名な大学だけに来訪者が多く、週２回はセミナーがある。驚いたのは、関係する各教授がほとんど聴
衆として参加していたことである。多忙を極めるはずのMIT教授陣であるが、外部の情報収集には余念がない。
学生達も他人の研究（例えば私の日本海研究ですら）内容を聞き出すことに熱心で、自分の研究（室）に閉じこ

もりがちな日本の雰囲気とはかなり異なっていた。 
 個人的にも、日々の雑用から解放され、自分の研究活動に没頭すると同時に、Prof. WunschやProf. Marshall
を初めとする様々な研究者達と意見交換するなど、驚くほど有意義な時間を過ごすことができた。普段、いかに

無駄な会議や報告書などに時間を割かれているかよくわかった。今後は、大学教官の本分である研究・教育活動

に専念するよう、心がけたい。 

 
２．５ 新任挨拶                        野外計測分野・技官 石井大輔 

 
 本年4月から力学ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研究ｾﾝﾀｰで勤務させて頂いております、技官の石井大輔と申します。 
何十年かぶりの新規技官採用ということで私も含め皆様方も新鮮な気持ちになって頂けると幸いでございます。

大学時の専攻は電気・電子分野でその後数年は民間企業で携帯電話搭載用機器の研究・開発に従事して参りまし

た。現在は柳 哲雄教授の下で海洋研究に携わらせて頂いており、海洋学知識のない私としては毎日が非常に良

い刺激となりやる気が沸いております。技官としてのｽｷﾙも未熟な上、海洋学に関する専門知識も乏しく皆様方

に御迷惑をおかけするかもしれませんが、何事にもﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞに取り組み吸収していきたいと思っておりますので、

皆様方の暖かい御指導・御鞭撻の程を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 
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編集後記 
 センタ－ニュ－スの第６号をおとどけします。当センタ－は１０年の時限施設ですが、すでに設立後６年

を経過しました。本年度から時限後の改組に向けた動きが始まりますが、平成１６年度からの大学独立法人

化に伴い、大学付置研究所の研究センタ－がどうなるかは不明です。いずれにしてもきちんとした研究業績

を上げていくことが本務と考え、日本海海況予測に向けてさらに研究を進めていきたいと考えています。こ

のニュ－スは自己評価のひとつの材料となると同時に、センタ－外部評価のためのひとつの材料を提供すべ

く、自らの研究実績を確認するために発行を続けていきたいと思っています。いろいろなご批判を頂ければ

幸いです。よろしくお願いします(T.Y.)。 

 
 


